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みんなの居場所〜ふらっと〜地域のための拡充を

地域の皆様、どうぞ気軽にご利用ください

子育て応援スペースの様子 準備万端、フードパントリー（食品配布会）
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11．．理理事事会会のの開開催催状状況況

開催年月日 出席
理事数

出席
監事数

出席
相談役 議　　　題 会　場

令和6年度　第2回評議員会の開催、議案及び決議方法について
定款の変更について
監事の選任について
就業規則の一部改正について
給与規程の一部改正について
パートタイム職員給与規程の一部改正について
退職記念品及び慶弔災害等見舞金支給要綱の一部改正について
退職金規程の一部改正について
令和5年度　社会福祉法人桜井の里福祉会　事業報告について
令和5年度　社会福祉法人桜井の里福祉会　決算について　決算報告・監査結果報告
生きがい広場地蔵堂　外壁改修工事の入札について
生きがい広場地蔵堂　外壁改修工事の入札参加業者の決定について
※理事長、業務執行理事の職務執行状況の報告について
就業規則の一部改正について
各拠点の運営状況、実績報告について
第１次補正予算について
パートタイム職員給与規程の一部改正について
利用者預かり金等規程の一部改正について
各拠点の運営状況、実績報告について
特別養護老人ホーム桜井の里及び桜井の里・絆　見守りベッドセンサーの入札について
特別養護老人ホーム桜井の里及び桜井の里・絆　見守りベッドセンサーの入札参加業者の決定について
第２次補正予算について
デイサービスやひこ　事業の廃止について
デイサービスセンター桜井の里　利用定員の変更について
第３次補正予算について
※理事長、業務執行理事の職務執行状況の報告について
各拠点の運営状況、実績報告について
第４次補正予算について
デイサービスセンター桜井の里　利用定員等の変更について
育児・介護休業規程の一部改正について
施設長の選任について
第５次補正予算について
令和7年度　運営ケア計画について
令和7年度　予算について

第六回
Ｒ７.３.２７ ７人 ３人 1人 分水健康福祉

プラザ

第五回
R７.2.2６

分水健康福祉
プラザ

分水健康福祉
プラザ1人2人7人

分水健康福祉
プラザ

分水健康福祉
プラザ

３人

３人 1人 分水健康福祉
プラザ

3人 1人

1人

第一回
Ｒ６.６.７

第二回
R６.８.８ 7人

1人

第三回
Ｒ６.１０.２４ 7人 3人

７人

第四回
Ｒ６.1２.２６ 7人

－ 2 －



22．．評評議議員員会会のの開開催催状状況況

開催年月日 出席評
議員数

出席
監事数

出席
相談役 議　　　題（報　　　告）　 会　場

定款の変更について
～監事の定数を変更するもの
定款の変更について
監事の選任について
令和5年度　社会福祉法人桜井の里福祉会　事業報告について
令和5年度　社会福祉法人桜井の里福祉会　決算について　決算報告・監査結果報告

33..  監監事事監監査査とと監監査査法法人人にによよるる巡巡回回監監査査ににつついいてて

（1）監事による監査

回　数 監　査　対　象 備　考

令和5年10月～令和6年3月分及び令和5年度決算 監事　2名
法人会計監査 理事長
令和6年4月～令和6年9月分 監事　3名
法人会計監査 理事長
令和6年10月～令和7年3月分及び令和６年度決算 監事　3名
法人会計監査 理事長

（2）監査法人（税理士法人さくら総合会計）による巡回監査

回　数

第一回
R６.４.１２

1回

第二回
R６.６.２４ ７人 2人

6回 令和7年5月12日・14日

3回 令和6年10月28日・31日

1回

実施年月日

5回

2回 令和6年7月22日・26日

令和6年5月10日・15日

監　査　対　象

全評議員によ
る書面同意を

確認

2回

4回 令和7年1月20日・22日

書面決済による開催

1人

令和6年5月28日

令和6年11月8日

実施年月日

分水健康福祉
プラザ

令和7年3月分法人会計監査並びに令和6年度決算監査

令和6年4月～6月分法人会計監査

令和7年5月26日3回

令和6年10月～12月分法人会計監査

令和7年3月19日・21日

令和6年3月分法人会計監査並びに令和5年度決算監査

令和6年7月～9月分法人会計監査

令和7年1月～2月分法人会計監査
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４４．．内内部部監監査査のの実実施施概概要要ににつついいてて

◎内部監査の方針
１．内部監査の意義を考え、年に1回必ず実施する。
２．実施時期は、実際の監査前が適切なので、次年度以降も同時期とする。
３．監査側、被監査側ともに、管理者等だけでなく日ごろからケアを行う一般職員も、内部監査に携わること
  により事業運営の基準を把握し、自らが行う業務の根拠を持つこと、他事業所の取り組みを知りさらなるケ
  アの質向上に繋げる。
４．次年度以降も、当該年度に指摘のあった内容について重点的に監査を行う。

特養　桜井の里 特養　分水の里 特養　分水の里
中山　友子 片山　賢一 梅澤　智穂
北山　正己 大原　浩伸 大原　浩伸

桜井の里・絆 はな広場・しまかみ はな広場・しまかみ
笠原　瞳 金田　真紀子 金田　真紀子
田中　望 白倉　栄 白倉　栄

ケアプランセンター桜井の里 ケアプランセンター桜井の里・あかつか ケアプランセンター分水の里
泉田　優香 本田　敦 渡邊　健一
佐藤　正枝 薄田　ひとみ 鷲尾　智美
弥彦村地域包括支援センター 燕市分水地区地域包括支援センター 燕市分水地区地域包括支援センター
多賀　めぐみ 西野　優佳 西野　優佳
田邊　勝雄 宮島　恵子 宮島　恵子
デイサービスセンター桜井の里 デイサービスセンター分水の里さくら デイサービスやひこ
樋山　有希 中山　恭子 府中　一美
白倉　舞子 新保　綾乃 伊藤　寛菜

生きがい広場地蔵堂・デイサービス デイサービスやひこ 小規模多機能ホームやひこの家
山崎　千里 府中　一美 田畑　祥敬
後藤　絵海 伊藤　寛菜 横山　正和
高田　直哉
小規模多機能ホームはな広場・よこたの家 小規模多機能ホームやひこの家 小規模多機能ホームつどいの家
長野　一也 田畑　祥敬 須藤　雄紀
長井　拓也 横山　正和 小野里　知進
GHこいて GH我が家 GH我が家
勝沼　範明 三富　めぐみ 三富　めぐみ
近藤　沙希 上嶋　信太郎 上嶋　信太郎

GHつどいの家・桜町 GH縁 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス
田辺　大 太田　由紀美 渡辺　諒
三浦　琴 後藤　かおる 宮路　昌

部署名担当者 監査実施部署名
担当者 部署名担当者
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特養　桜井の里 本部経理課 施設事務
清水　謙吾 永井　摩美 中島　由紀
北山　正己 井木　礼子 松本　理恵

吉田　知子 小川　未来子
桜井の里・絆 本部総務課
笠原　瞳 成澤　康宏 斎藤　由紀子
古川原　良江 羽入　さゆり 土屋　誠

渡邊　美穂
ケアプランセンター桜井の里 ケアプランセンター桜井の里・あかつか ケアプランセンター分水の里
泉田　優香 本田　敦 渡邊　健一
佐藤　正枝 薄田　ひとみ 鷲尾　智美
弥彦村地域包括支援センター 訪問看護ステーション・桜井
石井　登 竹内　亜耶子 片山　達也
田邊　勝雄 長谷川　幸恵 山崎　秀則
生きがい広場地蔵堂・デイサービス デイサービスセンター分水の里さくら デイサービスセンター桜井の里
川本　友次 村上　由香里 大井　愛美
高田　直哉 中山　恭子 原田　加奈子

小野塚　加奈子
小規模多機能ホームこいけの家 小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家 小規模多機能ホームつどいの家
斎藤　香織 青田　陽平 須藤　雄紀
折原　庸介 篠山　由希子 小野里　知進

小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家 小規模多機能ホームこいけの家 小規模多機能ホームやひこの家
青田　陽平 宮路　徹 田畑　祥敬
鈴木　暉人 加藤　貴美 横山　正和
GHこいて GH縁 GHつどいの家・桜町
勝沼　範明 太田　由紀美 田辺　大
近藤　沙希 後藤　かおる 三浦　琴

生活支援ハウス・分水こでまり
平本　貴幸

監査実施部署名
担当者

監査実施部署名
担当者 部署名担当者
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５５．．法法人人体体制制  （（令令和和６６年年度度））  
（１）理事会 
① 役割：法人の業務執行の決定、理事の業務執行の監督、 

理事長・業務執行理事の選定、解任 
② 開催：定例会年6 回、他臨時開催 
③ 理事の業務分担 

   〇理事長   ：法人代表 
   〇業務執行理事：各事業所のケアの質の向上と生産性向上、及び 

職員の人事、調整 
    （総合施設長） ：職員のキャリアアップシステム構築、研修全般 
          ：桜井の里拠点担当 
   〇業務執行理事：法人の人事・総務担当 
    （事務局長） ：法人の業務管理 
   〇理事    ：地域密着型サービス拠点担当 

〇理事    ：分水の里拠点担当 
〇理事    ：法人の経理・財務担当 

   〇理事    ：外部・有識者理事 
 ④ 監事：理事会で意見 
 
（２）監事会 
① 役割：理事の職務執行の状況及び法人財産の状況を監査 
② 開催：定例会として年2 回 
③ 他 ：監査報告書の作成と理事会、評議員会及び新潟県知事への報告 

 
（３）評議員会 
① 権限：定款の変更、理事・監事の選定、解任 
    ：決算に係る書類、事業報告の承認 

     ：残余処分、基本財産の処分 
     ：社会福祉充実計画の承認、等 
② 開催：定例会として6 月の決算評議員会、他臨時開催 
③ 監事：評議員会で意見 

 
（４）評議員選任・解任委員会 
 ① 役割：評議員の選任と解任 
 ② 構成：委員長（外部委員）、監事、事務局員 
 ③ 必要に応じ、理事会の議決により開催 
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（５）法人本部事務局

①　法人内の各施設の運営やサービスに係る案件、他重要案件の報告、審議等
②　構成・・理事長、総合施設長、各拠点の施設長、副施設長、センター長、総括、
                 事務局長・次長、事務局員　等
③　第１、第３水曜日開催
④　法人全体に関係する委員会の組織、運営
⑤　事務局内でも法人の委員会を構成
　　法人権利擁護・リスクマネジメント委員会、法人人事考課委員会、法人職場風土向上委員会、
　　 法人研修委員会、法人広報委員会、法人システム運用担当、三法人連携担当、介護機器担当、等

（６）法人本部事務

　　

理
事
長

事
務
局
次
長

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

施設との共通業務

経理・財務管理業務

外国人材受入、育成・指導、生活支援

経
理
課
リー

ダー

人事業務

給与業務

総務・労務業務

新潟市委託の認知症介護実践者研修、喀痰吸
引等研修、日本認知症グループホーム協会研
修補助、外国人介護職員雇用法人・事業所
ネットワークの情報交換会補助、等

総
合
施
設
長

事
務
局
長

総
務
課
主
任

本部経理課の日常業務風景 本部総務課の日常業務風景
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66．．法法人人のの委委員員会会のの組組織織状状況況　　　　　　（（令令和和66年年度度））

　
（１）令和6年度は、下記の5委員会と職員互助会を構成

 （２）各々の委員会の開催内容等は、各々の施設の「事業報告」に記載

法人労働生産性・
職場風土向上・
規則改正委員会

法人全体の職場環境の改善や労働生産性の向上を図り、関連し
て規程・規則の改正を図り、職員を大切に、長く働けるよう改
善に向けて活動

法人広報委員会
広報誌「さくら」を年３回発行、うち１回は決算報告含み弥彦
村、燕市分水地区へ個別配布。他、ホームページを活用し、積
極的に情報を発信

法人事務局 法人研修委員会
法人全職員の資質とサービス向上のため、階層・対象者別、動
画・オンラインなど様々な形式の研修を企画・実施。また、内
部の研修だけでなく、外部研修、各種大会での外部発表等も積
極的に実施・参加

法人リスクマネジメント・
サービス向上・
権利擁護委員会

ご利用者の利益と尊厳を守り、サービスの向上を図りつつ、危
機管理体制を整備し、事故を未然に、あるいは最小限にとどめ
られるよう体制を徹底

法人人事考課委員会 人材育成を目的に、人事考課を公正かつ効果的に運用し、仕事
への動機付けとなるよう系統立て、毎年見直しながら推進

桜会・信濃会・ひろば会
職員の福利厚生や各拠点の職員の互助会的な組織。例年春の法
人歓迎会をはじめ、職員旅行、忘年会等に加え、連携３法人や
近隣施設との親睦会等を実施※近年は感染症の状況を考慮し大
きく縮小
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77．．法法人人のの諸諸行行事事全全体体概概要要
年 月　日 内　　　　容
令和６年 4月1日 令和６年度法人入社式　辞令交付式 

3日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
10日 業務執行部会議（桜井の里）
17日 事務局会議（桜井の里）
18日 エイシンカレッジ在留資格介護６期生入学式
21日 福祉のしごと就職フェア（朱鷺メッセ）
22日 エイシンカレッジ在留資格介護６期生歓迎会
24日 業務執行部会議（分水の里）
26日 みんなの居場所ふらっとオープニングセレモニー
27日 みんなの居場所ふらっとオープニングセレモニー

5月1日 事務局会議（桜井の里）
8日 業務執行部会議（桜井の里）

10日 巡回監査（分水健康福祉プラザ）
15日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）　　　巡回監査講評（分水健康福祉プラザ）
17日 企業と学校との情報交換会（吉田産業会館）
21日 グループホーム縁空調関係入札
22日 業務執行部会議（分水の里）　
25日 新潟医療福祉大学校内就職ガイダンス（新潟医療福祉大学）
26日 地域食堂ふらっと
28日 決算監事会（分水健康福祉プラザ）

6月5日 事務局会議（桜井の里）
7日 第1回理事会（分水健康福祉プラザ）

12日 業務執行部会議（桜井の里）
13日 ネパール人表敬訪問（岐阜県）
18日 生きがい広場地蔵堂外壁改修工事入札
19日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
23日 地域食堂ふらっと
24日 第1回評議員会（分水健康福祉プラザ）
26日 業務執行部会議（分水の里）
27日 外国人介護職員雇用法人事業所ネットワーク情報交換会（アオーレ長岡）

7月3日 事務局会議（桜井の里）
10日 業務執行部会議（桜井の里）
11日 職員採用試験①　　県央高校生就職説明会（県央メッセピア）
17日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
22日 巡回監査講評（分水健康福祉プラザ）
24日 業務執行部会議（分水の里）
26日 巡回監査
28日 地域食堂ふらっと

8月7日 事務局会議（桜井の里）
8日 第2回理事会（分水健康福祉プラザ）

13日 ハローワーク巻就職ガイダンス（ハローワーク巻）
14日 業務執行部会議（桜井の里）　　採用試験②
17日 フードパントリー（弥彦村保健センター）
18日 フードパントリー（分水健康福祉プラザ）
21日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）　
25日 地域食堂ふらっと
28日 業務執行部会議（分水の里）

9月4日 事務局会議（桜井の里）
5日 吉田高校模擬面接①
9日 吉田高校模擬面接②

10日 吉田高校模擬面接③
11日 業務執行部会議（桜井の里）
17日 職員採用試験③
18日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
20日 県央障がい者就職面接会（メッセピア）
25日 地域食堂ふらっと
25日 業務執行部会議（分水の里）　
28日 福祉のしごと就職フェア（新潟ユニゾンプラザ）
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年 月　日 内　　　　容
１０月2日 事務局会議（桜井の里）

4日 にいがた就活フェス（朱鷺メッセ）
９日 業務執行部会議(桜井の里）　
16日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
23日 業務執行部会議（分水の里）　
24日 第3回理事会（分水健康福祉プラザ）
27日 地域食堂ふらっと
28日 巡回監査（本部）
31日 巡回監査講評（分水健康福祉プラザ）

１１月6日 事務局会議（桜井の里）
7日 特別養護老人ホーム桜井の里及び絆　見守りベッドセンサー入札（分水健康福祉プラザ）
8日 上期監事会（分水の里）

11日 燕市キャリアテン表彰式①（燕市役所）
12日 燕市キャリアテン表彰式②（燕市役所）
13日 業務執行部会議（桜井の里）　
20日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
24日 地域食堂ふらっと
27日 業務執行部会議（分水の里）

１２月4日 事務局会議（桜井の里）
11日 業務執行部会議（桜井の里）
14日 フードパントリー（弥彦村保健センター）
15日 フードパントリー（分水健康福祉プラザ）
17日 外国人介護職員雇用法人事業所ネットワーク総会（アオーレ長岡）
18日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
22日 地域食堂ふらっと
２5日 業務執行部会議（分水の里）
26日 第4回理事会（分水健康福祉プラザ）

令和7年 １月8日 事務局会議（桜井の里）
１5日 弥彦神社参拝　業務執行部会議（桜井の里）
20日 巡回監査（本部）
22日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）　巡回監査講評（分水健康福祉プラザ）
24日 フードパントリー（分水健康福祉プラザ）
26日 地域食堂ふらっと
29日 業務執行部会議（桜井の里）

２月5日 事務局会議（桜井の里）
8日 県社協就職ガイダンス（新潟ユニゾンプラザ）

12日 業務執行部会議（桜井の里）　　
19日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）
23日 地域食堂ふらっと
26日 業務執行部会議（分水の里）　第5回理事会（分水健康福祉プラザ）　

３月5日 事務局会議（桜井の里）　
6日 国際子ども福祉カレッジ卒業式
7日 県社協就職ガイダンス（燕三条地場産業振興センター・メッセピア）
9日 マイナビ就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

11日 エイシンカレッジ5期生卒業式（新潟アートホテル）
12日 業務執行部会議（桜井の里）
14日 たんぽぽ評議委員会（勤労者福祉センター）
15日 フードパントリー（弥彦村保健センター）
16日 フードパントリー（分水健康福祉プラザ）
19日 事務局会議（分水健康福祉プラザ）　　巡回監査講評（分水健康福祉プラザ）
21日 巡回監査（本部）
23日 地域食堂ふらっと
26日 業務執行部会議（分水の里）
27日 第6回理事会（分水健康福祉プラザ）
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（1）内部研修
月　　日 対　象　者 人数

令和6年4月1日
2日

令和6年4月
新規採用職員他 ２８名

5月13日～14日 令和6年4月
新規採用職員他 ２６名

6月21日 勤務2年目職員 ３２名

7月19日 リーダー職員 ２６名

9月20日 令和6年4月
新規採用職員他 ２１名

9月20日 令和5年中途採用職員他 １４名

9月27日 勤務３年目職員 ２３名

10月25日 勤務５年目職員 ２４名

11月15日 勤務10年目職員 １９名

12月13日 勤務１６年目職員 ８名

令和7年1月10日 指導的職員 ２７名

1月24日 指導的職員 ２７名

（2）外部研修・出張等
月　　日 方　式 対　象　者 人数

令和6年4月10日 会議 理事長 1人

4月14日 講師 理事長 1人

4月18日 会議 理事長 1人

4月23日 会議 理事長 1人

5月9日 会議 理事長 1人

5月14日 会議 理事長 1人

5月18日 会議 理事長 1人

5月21日 会議 理事長 1人

5月28日 オンライン会議 理事長 1人

5月30日 会議 理事長 1人

5月31日 会議 理事長 1人

6月20日 会議 理事長 1人

6月21日 講師 理事長 1人

6月27日 会議 理事長・事務局長・事務員 4人

法人階層別研修〈採用３年目〉 坂井　真由美

日本認知症グループホーム協会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・協議員会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

新潟市認知症介護実践者研修開校式・講義 新潟市

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・常任協議会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・研究大会打合せ 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

新潟県介護支援専門員協会総会 新潟県介護支援専門員協会

新潟県介護福祉士会理事会

新潟市認知症介護研修指導者研修会 新潟市

新潟県介護福祉士会

新潟県介護支援専門員協会理事会 新潟県介護支援専門員協会

日本認知症グループホーム協会新潟県支部総会・研修会

法人階層別研修〈採用２年目〉 片山　達也

リーダー職研修 小林　豊

法人新規採用職員研修③ 小林　豊　他

88．．法法人人内内部部・・外外部部研研修修等等のの開開催催・・参参加加状状況況

研　　修　　名　/　研　修　内　容 講師（講演者）

法人新規採用職員研修① 理事長　佐々木　勝則　他

法人新規採用職員研修② 坂井　真由美　他

令和5年度中途採用職員フォローアップ研修 山﨑　秀則　他

法人階層別研修〈採用5年目〉 片山　達也

法人階層別研修〈採用１０年目〉 坂井　真由美

法人指階層別研修〈採用１６年目〉 小林　豊

新潟県介護支援専門員協会三役委員長会議 新潟県介護支援専門員協会

（株）ライフサポートマネジメント研究所
専務取締役　産業カウンセラー

鹿嶋　和子様
（株）ライフサポートマネジメント研究所

専務取締役　産業カウンセラー
鹿嶋　和子様

薬局共創未来人材育成機構・講義 薬局共創未来人材育成機構

研　　修　　名 主　催　者

法人階層別研修〈指導的職員〉

法人階層別研修〈指導的職員〉

新潟県介護支援専門員協会養成研修委員会 新潟県介護支援専門員協会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・研究大会打合せ 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

新潟県外国人材雇用法人・事業所ネットワーク総会・研修会 社会福祉法人　桜井の里福祉会
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月　　日 方　式 対　象　者 人数研　　修　　名 主　催　者

7月24日 オンライン会議 理事長 1人

7月25日 会議 理事長 1人

8月9日 会議 理事長 1人

8月22日 会議 理事長 1人

8月23日 講師 理事長 1人

8月26日 会議 理事長 1人

8月26日 会議 理事長 1人

8月28日 会議 事務局長 1人

9月2日 講師 理事長 1人

9月20日 会議 理事長 1人

10月1日 会議 事務局長・事務員 3人

10月5日 会議 理事長 1人

10月8日 会議 理事長 1人

10月10日 会議 理事長 1人

10月16日 会議 理事長 1人

10月17日 会議 理事長 1人

10月23日 会議 理事長 1人

10月29日 講師 理事長 1人

11月2日 会議 理事長 1人

11月7日 会議 理事長 1人

11月10日 講師 理事長 1人

11月11日 会議 理事長 1人

11月12日 会議 理事長 1人

11月19日 講師 理事長 1人

12月6日 オンライン会議 理事長 1人

12月16日 講師 理事長 1人

12月17日 会議 理事長・事務局長・事務員 3人

令和7年1月7日 講師 理事長 1人

1月29日 オンライン会議 理事長 1人

2月6日 会議 理事長 1人

エイシンカレッジ留学生情報交換会 エイシンカレッジ

働き方改革で生産性向上と企業の魅力アップ 新潟県しごと定住促進課

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・研究大会実行委員会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・研究大会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

新潟市認知症介護開設者研修開校式・講義 新潟市

新潟市認知症介護実践者研修開校式・講義 新潟市

公益社団法人いしずえ設立50周年記念 公益社団法人いしずえ

日本認知症グループホーム協会新潟県支部研修会・役員会 日本認知症グループホーム協会

薬局共創未来人材育成機構・講義 薬局共創未来人材育成機構

燕市介護保険運営協議会 燕市

新潟市認知症介護管理者研修開校式・講義 新潟市

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・専門員会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

法人主催研修会 特定非営利活動法人　メイアイヘルプユー

厚生労働省との意見交換会 厚生労働省

新潟県介護支援専門員協会

新潟市認知症介護実践者研修修了式 新潟市

燕市介護保険運営協議会 燕市

新潟県介護支援専門員協会研修会・意見交換会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・常任協議員会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

新潟市認知症介護実践リーダー研修開校式・講義 新潟市
認知症介護研究・研修東京センター
日本認知症グループホーム協会共同事業委員会 認知症介護研究・研修東京センター

新潟県外国人材雇用法人・事業所ネットワーク研修会 社会福祉法人　桜井の里福祉会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・制度政策委員会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

日本認知症グループホーム協会新潟県支部実践者研修開校式・講義 日本認知症グループホーム協会

能登半島地震介護事業所復興に向けた検討会 石川県

全国社会福祉協議会福祉懇談会 全国社会福祉協議会

第25回日本認知症グループホーム全国大会 日本認知症グループホーム協会

第25回日本認知症グループホーム全国大会 日本認知症グループホーム協会

日本認知症グループホーム協会支部長会議 日本認知症グループホーム協会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・研究大会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・常任協議会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会
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月　　日 方　式 対　象　者 人数研　　修　　名 主　催　者

2月7日 会議 理事長 1人

2月20日 講師 理事長 1人

2月27日 講師 理事長 1人

3月3日 会議 理事長 1人

3月7日 オンライン会議 理事長 1人

3月14日 会議 理事長 1人

3月14日 会議 事務局長 1人

3月18日 会議 理事長 1人

3月21日 会議 理事長 1人

3月25日 会議 理事長 1人

3月31日 会議 理事長 1人弥彦村介護保険事業計画委員会 弥彦村

燕西蒲勤労者福祉サービスセンター評議員会 燕西蒲勤労者福祉サービスセンター

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・関東ブロック会長会議 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

日本認知症グループホーム協会新潟県支部書面総会 日本認知症グループホーム協会

日本認知症グループホーム協会新潟県支部15周年実行委員会 日本認知症グループホーム協会

新潟市認知症介護総括講座 新潟市

グループホーム認知症施策検討特別委員会 グループホーム認知症施策検討特別委員会

新潟市小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修開校式・講義 新潟市

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会・総会 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会

日本認知症グループホーム協会実践者研修修了式 日本認知症グループホーム協会

弥彦村自立支援協議会 弥彦村
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99．．関関係係すするる外外部部機機関関・・団団体体ととのの交交流流のの状状況況
（１）関係する外部機関・団体への講師、発表等

月　　日 講師・講演内容 主催者 講師名

令和6年4月14日 薬局共創未来人財育成機構研修講義（ZOOM） 一般社団法人　薬局共創未来人財育成機構 理事長　佐々木　勝則

6月21日 認知症介護実践者研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則

9月2日 認知症介護実践リーダー研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則

10月29日 認知症介護実践者研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則

11月10日 薬局共創未来人財育成機構研修講義（ZOOM） 一般社団法人　薬局共創未来人財育成機構 理事長　佐々木　勝則

11月19日 認知症対応型サービス事業開設者研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則

12月16日 認知症対応型サービス事業管理者研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則

令和7年1月7日 認知症介護実践研修講義（実践者研修） 日本認知症グループホーム協会 理事長　佐々木　勝則

2月20日 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修講義 新潟市 理事長　佐々木　勝則
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（２）関係する外部機関・団体の役職歴等
ＮＯ 関係機関・団体の役職・委嘱名称等 関係機関・団体・主催等 氏名

1 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会
常任協議員関東ブロック長 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会 理事長　佐々木　勝則

2 （公社）日本認知症グループホーム協会　新潟県支部支部長 （公社）日本認知症グループホーム協会 理事長　佐々木　勝則

3 新潟県外国人介護職員雇用法人・事業所ネットワーク代表世話人 新潟県外国人介護職員雇用法人・事業所ネットワーク 理事長　佐々木　勝則

4 新潟県介護支援専門員養成研修指導者 （一社）新潟県介護支援専門員協会 理事長　佐々木　勝則

5 （一社）新潟県介護支援専門員協会顧問 （一社）新潟県介護支援専門員協会 理事長　佐々木　勝則

6 （公社）新潟県介護福祉士会理事 （公社）新潟県介護福祉士会 理事長　佐々木　勝則

7 （社福）共友会（石川県）評議員 （社福）共友会 理事長　佐々木　勝則

8 弥彦村介護保険計画策定委員 弥彦村 理事長　佐々木　勝則

9 燕市介護保険運営協議会委員 燕市 理事長　佐々木　勝則

10 弥彦村民生委員推薦委員 弥彦村 理事長　佐々木　勝則

11 （公社）日本認知症グループホーム協会　教育・研修委員会委員 （公社）日本認知症グループホーム協会 総合施設長　小林　豊

12 燕市地域福祉計画推進委員会委員 燕市 総合施設長　小林　豊

13 燕市障害者介護給付費支給審査会委員 燕市 総合施設長　小林　豊

14 弥彦村地域包括ケア推進会議委員 弥彦村 総合施設長　小林　豊

15 弥彦村認知症総合支援検討会議委員 弥彦村 総合施設長　小林　豊

16 国際こども福祉カレッジ社会福祉学科　非常勤講師 　国際こども福祉カレッジ 事務局長　高橋　学

17 燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター　評議員 燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター 事務局長　高橋　学

18 障害者職業生活相談員 （独）高齢・障害求職者雇用支援機構  　 事務局長　高橋　学

19 職業家庭両立推進者 新潟労働局 事務局長　高橋　学

20 公正採用選考人権啓発推進員 厚生労働省 事務局長　高橋　学

21 介護労働者雇用管理責任者 新潟労働局 事務局長　高橋　学

22 健康保険委員 健康保険協会 事務局長　高橋　学
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1100．．燕燕市市内内のの三三法法人人ととのの連連携携・・協協力力体体制制　　

項　　目 内　　　　　容

〇緊急時・災害時の施設利用、受入に関わる相談・
　支援体制案作り

〇緊急時・災害時の職員の派遣案作り

〇福祉避難所の確認、燕市への要望案作り

あり、実施できる状況ではありませんでした。今後については、周囲の状況を見ながら

〇職員の交換研修、相互評価事業

令和5年度実施内容

リスク
マネジメント

　燕市内三つの社会福祉法人、つばめ福祉会、吉田福祉会、桜井の里福祉会で、日常的かつ

　連携・協力体制開始から、１７年目の令和６年度も以下の3つの項目での活動を予定して

進めて行く予定です。

 緊急的に連携・協力体制を図っています。

おりましたが、新型コロナウイルスが5類に変更になったとはいえ、まだまだ感染の心配が

〇令和６年度は未実施

〇令和６年度は未実施

人材育成

福利厚生

〇預かり保育サービス｢きららおひさまこども園｣利用 〇実利用０名
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　　１１１１．．社社会会貢貢献献、、地地域域活活動動、、そそのの他他取取組組ににつついいてて
　
１）災害・緊急時の支援・取組、社会貢献について

　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、かねてから当法人と交流のあった岩手県大船渡市、
陸前高田市の（福）典人会へ物的支援だけでなく、「２法人の協力に関する協定」を交わし、年間を通じ
常時２名の介護職員を派遣しました。その後、茨城県常総市のデイサービスセンター、福島県いわき市の
特別養護老人ホーム、そして、平成28年度の熊本地震発生時には、益城郡甲佐町への職員の派遣も行いました。
　そして、昨年１月１日に能登半島地震が発生し、現地の職能団体や福祉施設から支援の要請を受け、２ケ月
間に渡り物的・人的支援を行い、令和７年２月には岩手県大船渡市の山林火災発生時に職員を派遣し、
お見舞金や、物品の支援を行いました。

　

２）「福祉避難所」の設置・運営に関する地方自治体との協定、地域への社会貢献について
　緊急時、災害時は、誰もが困難な状況へ陥りやすく、それらへの対応のため、そして、社会福祉法人の
使命「地域貢献」を目的に、平成２６年度に燕市と市内３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）は、各々の
事業所を避難所として提供し、相互協力を行うための締結を交わし、翌年弥彦村とも交わしております。
　また、各拠点では、年間を通じ定期的に防災避難訓練を地域住民と合同で行い、平成２９年度に規程に
所管の消防団で活動する場合に手当の支給も行っております。

弥彦村女性消防団員の出初式

岩手県大船渡市：山林火災被害の大きい綾里地区 現地入り後の入念な打合せがポイント

昼間を想定した避難訓練
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３）地域活動について

　各事業所では地域に開かれた施設をめざし、職員とご利用者、地域の方や

子供達が気軽に交流できる場所、機会の提供をめざしており、今後も「オープン

カフェ」や「茶会」、あるいは、「一般開放」を行います。また、現在はご利用

者と職員が地域の一員として、赤塚小学校下校の際の見守りを行っています。

　

４）配食サービス事業について

　分水健康福祉プラザ内「さくらい◇ダイニング」では、夕食のお弁当を365日

　 休むことなくご自宅へ配達しております。ルーツは弥彦村の昭和６３年の「配食

ボランティア」の発足で、平成30年に内閣府より社会参加章を授与しております。

５）フードバンク燕・弥彦について

　世界規模で食品ロスが叫ばれ、同時に世間では食の支援が必要な方も増加して

おります。燕市、弥彦村でもそのニーズは高まりつつあり、定期的にフード

ドライブで食品等の収集し、必要な方への配布等一連の活動を行っております。

景気を反映し、お米やレトルト食品数の集まりが減少したのが残念です。

６）みんなの居場所～ふらっと～の開始について

　世代や障がいの有無に関係なく、誰もが気軽に立ち寄れる場所をコンセプトに

開所して１年が経ちました。「地域の食堂」も定期的に開催し、お子様連れの

ご来場者も増え、賑やかになりました。皆様、今後も気楽にお立ち寄り下さい。

　

赤塚小下校時の見守り

こののぼり旗が開催の目印

賑わいを見せる地域食堂。おいしい料理にご満悦の様子
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7）外国人在留資格介護、技能実習生、特定技能生の受入、育成・支援について
　 　令和７年３月末現在において、２４名が在籍しており、４月には新たに２名の学生アルバイト

を迎え、総勢２６名となります。制度では、在留資格介護、技能実習、特定技能、そして国別で
は、ベトナム人、中国人、ネパール人と多岐に渡ります。日々、日本人職員と共に業務に携わり、
語学及び介護の技術向上の研鑚に努めております。
　外国人職員は、法人としても欠かせない存在になりつつあり、より強い信頼関係の構築が求め
られております。個別にコミュニケーションを取りながら、仕事、学習、生活面において総合的
な支援を継続して行っています。

　
　

　

　
　

8）新型コロナウイルスへの対応について

　　昨年より新型コロナウイルスは感染症分類５類へと引き下げられました。その後も事業所によっては

　感染防止対策を励行しつつも、何度か発生したりすることもありました。

　　今後はウイズコロナの時代であり、今までご利用者の生活や行動に制限がありましたが、継続して

　感染予防に留意しながら、なるべく以前の生活に戻れるよう、あるいは近づけるよう、色々なことに

　配慮しながら行事の数や行動範囲を広げられるよう改善、改良を図って参ります。

ベトナム人在留資格介護５期生卒業式にて
（国家資格に見事合格！）

ネパール人特定技能４名の歓迎会にて

エイシンカレッジ授業参観時、手作りの料理を ベトナム人在留資格介護７期生入学式にて
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9）働き方改革、業務の合理化と生産性向上に向けて

　　時代の要請を受け、様々な部署や視点で業務改善と合理化を図り生産性を向上することで

　より働きやすい職場作りをめざしております。職員の滞留率を高め、永く働くための

　大事な要素であり、同時にプライドのもてる職場づくり、引いては、求職者にとって

　目を引くような魅力ある職場へと充実を図ります。

１０）顧問契約等他との連携・バックアップ体制について

　当法人では、会計・経理業務のための外部監査法人、そして人事・労務面のための社会保険労務士に

加え、ご利用者の権利擁護、法律相談、職員自身のために弁護士と顧問契約を結んでおります。

No

顧問社会保険労務士
パートナーズプロジェクト　社会保険労務士法人

代表社員　髙野　洋子

1

2

3

グループ代表　代表社員　庵原　史章、新潟事務所所長　代表社員　相馬　正人

所属・氏名・役職等
顧問弁護士／延命法律事務所　　　弁護士　　延命　政之

横浜市社会福祉協議会「横浜あんしんセンター」所長（担当理事）、神奈川県簡易裁判所民事調停委員

神奈川県弁護士会元会長、日本弁護士連合会元副会長
顧問税理士

さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計

研修制度の充実はモチベーションに大きく寄与 介護・医療の技術は研修の反復により修得
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研修名称 参加人数

研修名称 研修のねらい 参加人数

2.その他
令和7年度も継続して実施する。

会場：分水健康福祉プラザ

10月10日（木）　会場：分水健康福祉プラザ

令和6年 令和6年８月1日（木）
～

実地研修

令和7年3月２６日（水）

基本研修（演習）

11月18日（月）1日のみ

計56名

計58名12月24日（火）

令和6年

計33名10月17日（木）

会場：新潟テルサ

会場：新潟テルサ

1122．．法法定定研研修修のの実実施施状状況況
（１）新潟市認知症介護実践者等養成研修　・　新潟県認知介護実践者等養成研修

1.受託研修内容等について・・・全て講義と職場内研修とレポート提出
研修のねらい 開催日時・会場

1 第1回新潟市認知症
介護実践者研修

○認知症についての理解のもと、本人主体の介護を行
い、生活の質の向上を図る。さらに行動・心理症状
（BPSD）を予防できるよう認知症介護の理念・知識
技術を習得するとともに、地域の認知症ケアの質向上
に関与することができるようになる。

令和6年

3 第２回新潟市認知
症介護実践者研修

○認知症についての理解のもと、本人主体の介護を行
い、生活の質の向上を図る。さらに行動・心理症状
（BPSD）を予防できるよう認知症介護の理念・知識
技術を習得するとともに、地域の認知症ケアの質向上
に関与することができるようになる。

10月29日（火）～

6月21日（金）～
8月23日（金）

2 新潟市認知症介護
実践リーダー研修

○ケアチームにおける指導的立場としてチーム員の知
識・技術・態度を指導する能力及びチームリーダーと
してのチームマネジメント能力を修得させることをね
らいとする。

令和6年

会場：新潟テルサ

9月2日（月）～

2.その他
令和7年度は新潟市より引き続き認知症介護実践者等養成研修の委託を受け実施する。

6
新潟市小規模多機
能型サービス等

計画作成担当者研
修

○利用登録者に関する居宅介護支援計画や指定（看
護）小規模多機能型居宅介護事業所における（看護）
小規模多機能型居宅介護計画等を適切に作成する上で
必要なサービスに係る「基準の正しい理解」「適切な
サービスの提供」「利用計画作成演習」などの知識・
技術の習得

令和7年
2月20日（木）～

2月21日（金） 計15名
会場：新潟テルサ

筆記試験

11月19日（火）
会場：新潟テルサ

会場：桜井の里、分水健康福祉プラザ

（2）喀痰吸引等研修（第一号研修・第二号研修）

1.研修内容等について
開催日時・会場

基本研修（講義）
令和6年7月31日（水）～１０月2日（水）

1
喀痰吸引等研修
（第一号研修・
第二号研修）

平成２４年度から「社会福
祉士及び介護福祉士法」の
一部改正により、介護福祉
士及び一定の研修を受けた
介護職員等においては、医
療や看護との連携による安
全確保が限られている事
等、一定の条件の下で「た
んの吸引等」の行為を行う
ため

 16名

計８日間

会場：各事業所

計20名5
新潟市認知症対応
型サービス事業

管理者研修
会場：新潟テルサ

○認知症介護の理念・知識を習得するとともに、認知
症対応型事業所を管理・運営していく上で必要な知
識・技術を習得すること。

12月16日（月）～
12月17日（火）

令和6年

4
新潟県認知症対応
型サービス事業

開設者研修
○認知症介護に関する基本的な知識及び認知症対応型
サービス事業の運営に必要な知識の習得

令和6年
計12名

－ 21 －



１１33．．職職員員採採用用活活動動状状況況

No 項目 内容 現状

1 会場ガイダンス
求職者（新卒・既卒含む）が希望
する企業の人事担当者から企業説
明・PRを受けるイベント

広報しえん、リクルート、マイナビ、
ハローワーク、ジョブカフェ、等主催
企業、経費のかかるものから無料のも
の等様々。

2 校内ガイダンス 学校が主催し、学校内で学生が企
業説明・PRを受けるイベント

かつては、県内の多くの学校で開催。
時代の変化とともに開催校が減り、現
在は新潟医療福祉大学とエイシンカ
レッジ等で実施、参加。

3 施設見学
求職者（新卒・既卒含む）が直接
希望する法人や施設へ出向き直接
説明を見聞きするもの

以前は新卒の希望者が毎月いた年度も
あったがかなり減った。半面ハロー
ワーク経由、あるいは人材紹介会社経
由の見学希望者は一定数いる。

4 試験説明会
求職者（新卒・既卒含む）が直接
希望する法人や施設へ出向き、試
験の内容について直接説明を見聞
する会

施設見学時に一緒に説明。

5 学校訪問
法人職員が直接学校へ出向き情報
交換やリクルート活動を行うこ
と、企業でいう求人営業

以前は県内の養成施設への訪問も年間
に一校につき、複数人の先生と話がで
きる機会があったが、学生数に加え、
クラス数も減となったことから疎遠に
なった学校もあり。

6 企業（施設）訪問
ジョブカフェ（県の委託先）、テ
クノスクールが当該校の資格取得
講座等へ通う求職者の中から希望
者を集い、複数人が施設見学を行
うこと

テクノスクール自体介護職員になるた
めの講座を年間複数回の開催に加え、
独自の会場ガイダンスを開催。

7 ハローワークからの紹介

ハローワーク（旧：公共職業安定
所）には、様々な機能があるが、
求職者が求人情報を閲覧し、希望
する企業があれば無料で紹介する
ことも機能の柱のひとつ

年間を通じ、このルートからの応募が
複数有り。

8 人材紹介会社からの紹介
ハローワークが公的な無料で職業
を斡旋する機関に対し、それらを
民間の企業が行う形式。紹介、紹
介予定派遣、派遣型あり

１，２年このルートも多い。想定年収
の２５％から３５％の手数料が発生。
現在は紹介を受けることは中止。
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女性 男性 女性 男性 女性 男性 平均 最短 最長

※1、育児休業開始を起算とする
※2、女性取得期間は規程とおり取得

91

2

0

100

パートタイム職員 12

割合（％）

退職率
8.3%

1

2

0

4 4 100

区分 職員区分 人数
（４）入・退職状況について

5 合　計

拠点区分

桜井の里拠点

分水の里拠点

地域密着型サービス拠点

本部拠点

73.0%

76.0%

75.5%

79.4%

76.0%

93.2%

120.0%

2

1

5 合　計 84.7%74.9%

4

3

5.46 0

4.05 0.64

フルタイム職員 パートタイム職員
一人当たり年間平均取得率一人当たり年間平均取得率

84.5%

2

1

フルタイム職員 15
採用率パートタイム職員 2 89.5%

合　計 17

採  用

退　職
フルタイム職員 24

合　計 36

（３）育児休業取得状況について

91100

3 100

0

桜井の里拠点

分水の里拠点

1

3

0地域密着型サービス拠点

31 61

0

対象者（人）

本部拠点4

3

拠点区分 男性取得期間（日）

4

100

100

2

1

0

4

91

43

55

1

取得者（人） 取得率（％）

1

1 1 100

1144．．職職員員のの就就労労、、採採用用等等にに係係るる状状況況ににつついいてて  （（RR６６年年度度））
（１）時間外勤務について

1

2

3

4

5

（２）年休取得状況について

拠点区分 フルタイム職員（単位：時間） パートタイム職員（単位：時間）
桜井の里拠点

分水の里拠点

地域密着型サービス拠点

本部拠点

合　計

6.11 0.95

2.38

3.08

0.61

0.37
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１５. 広報誌等情報の公開状況

（１）情報の公開に係わる制作物等

種類 内容

①広報紙さくら 下記（２）の要領にて、年３回発行

②ホームページ 情報発信手段のひとつ。職員の真剣な様子、かつ楽しい職場の様子を掲載

③事業報告 年度ごとの各施設の運営・取組状況を報告。毎年５月月内完成

④運営ケア計画 年度ごとの各施設の運営の目標等を説明。毎年３月月内完成

⑤カレンダー ご利用者及びそのご家族へ配布

⑥パブ等取材対応 随時対応

（２）広報誌さくら発行時期及び部数

内容 発行時期 体裁 部数 配布先

①春季号 ４月末頃 全カラー ２，０００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

②秋季号 ９月中旬 全カラー ５，０００部
ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布。
決算報告含み弥彦村、燕市分水地区へ個

別配布

③新春号 １月末頃 全カラー ２，０００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

①春季号イメージ（表裏のみ）
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②秋季イメージ（表裏のみ）

③新春号イメージ（表裏のみ）
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（３）ホームページへの取組　https://www.sakurai-fukushi.or.jp

①トップ画面
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②動画も作成

●総括
１. 必要な情報を適宜発信し、訴求できるよう活動。

また、最低月１回の更新を実施
２. 見てる人は見ている……。特に就職を意識している学生は、会社選ぶ際の

大事な意思決定を促すツールのひとつと認識
３. 現在は、トップページ、構成に改良を加えた第２期目
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1166..  令令和和66年年度度決決算算報報告告

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要
現金預金 450,164 事業未払金 92,397
事業未収金 293,894 1年以内返済予定設備資金借入金 10,000
未収金 115 1年以内返済予定リース債務 10,049
未収補助金 1,529 預り金 2,381
立替金 838 職員預り金 5,366
前払金 682 賞与引当金 66,783
前払費用 6,098 リース債務 12,276
1年以内回収予定長期貸付金 4,070 基本金 282,325
土地（基本財産） 209,014 国庫補助金等特別積立金 1,355,380
建物（基本財産） 2,041,073 施設整備建設積立金 175,400
土地 17,769 人件費積立金 20,000
建物 9,611 次期繰越活動増減差額 1,424,134
構築物 39,017 (うち当期活動増減差額) -72,790
車輌運搬具 17,124
器具及び備品 130,845
有形リース資産 22,316
権利 1,419
ソフトウェア 933
投資有価証券 320
長期貸付金 14,260
施設整備建設積立資産 175,400
人件費積立資産 20,000

合　計 3,456,491 合　計 3,456,491

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要
人件費支出 1,586,402 介護保険保険事業収入 2,071,207
事業費支出 333,483 老人福祉事業収入 15,691
事務費支出 189,250 障害福祉サービス等事業収入 9,137
利用者負担軽減額 2,088 医療事業収入 10,873
支払利息支出 75 その他の事業収入 12,091
その他の支出 7,662 借入金利息補助金収入 75
設備資金借入金元金償還支出 10,000 経常経費寄附金収入 473
固定資産取得支出 48,584 受取利息配当金収入 10
ファイナンス・リース債務の返済支出 10,501 その他の収入 8,864
長期貸付金支出 4,680 施設整備補助金収入 12,158
積立資産支出 15,000 固定資産売却収入 96
当期末支払資金残高 653,174 長期貸付金回収収入 4,700
(うち当期資金収支差額) -20,115 積立資産取崩収入 41,000

その他の活動による収入 1,235
前期末支払資金残高 673,289

合　計 2,860,899 合　計 2,860,899

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表

借　　　　方 貸　　　　方

資資　　金金　　収収　　支支　　計計　　算算　　書書

借　　　　方 貸　　　　方
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